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私 の スケ ッチ ・ブ ック(19)

ま

収 納 と 間

国立民族学博物館 助教授

森 明 子

■日常生活の感覚

　 しばらく外国で生活すると、日常生活

の感覚が知らないうちにずれて、ふだん

見えないものを発見することがある。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま

　 たとえば、発話や対話の ときの問の と

り方がある。いま口を開こうとしている

のか、あるいは、沈黙するつもりである

のか を察知する、呼吸のようなものがあ

るの をあ らためて認識 した。会議の場合、

発言者のつ くる間は、 しば しば議事のゆ

くえにも影響す る。外国の人か ら見ると、

日本の会議 は、奇異 に見えるか もしれな

いo

　 健康 と食は、あいかわらず大はや りで

あるが、 日本では、収納にも高い関心が

あるようだ。テレビ番組のテーマ として

さかんに取 り上げられていて、住 まいの

リフォームを含めれば、その数は健康や

食 に次 ぐ。

　 これ らの番組が人気 を得る背景に、モ

ノも食べ物 も多 く持ちす ぎて、処理 しき

れな くなった現代人の生活がのぞ く。テ

レビ番組 を見てい るか ぎ り、収納 とは、

無駄 なスペースをなくすことであるよう

だ。さまざまな工夫が、す きまを埋めて

い くために考案され、意表 をつ く奇抜な

ものが注 目される。

■ 「収納 名人」 の技

　 た とえば、100円 シ ョップの商品を利

用 したア イデ ィアが取 り上 げ られ る。

「収納名人」 ともなれば、単 にある製品

を別の用途に流用するようなレベルで甘

ん じてはいない。さまざまな商品を組み

合せて、ひとつの装置 をつ くりだ し、そ

れを収納の小道具 とする。

　 ター ンテーブルによる回転運動、 コロ

装着 による前後左右の運動、輪 ゴムの弾

性 を利用 した、 もどり運動など、さまざ

まな運動 を取 り込んだ装置がつ くりださ

れる。これ らの装置は、主婦がつ くるこ

とを前提 としているか ら、軽量 で小型 、

しか も安価 ・容易であることが重視 され

る。その反面、耐久性は乏 しい。輪ゴム

の耐用期間などは、よくて数か月だろう。

　 こうした装置が、小道具 として取 り付

けられた収納空間は、当然の帰結 として、

複雑なものになる。空間が二重三重 の構

造 をもつので、空間の全体を見わたす こ

とはもはやで きない。複数ある装置によ

って、空間内にはさまざまな凹凸が生 ま

れ、 しか もそれぞれの耐用期間は異 なる。
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　複雑で刹那的な装置は、私には、空間
　 　 ま

から間を奪 ってい くものの ように見える

このような収納 も、空間を生かす工夫の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま
ひとつではあると思 うのだが、間を奪わ

れた空間は、 どうも窮屈である。

　テ レビ番組で紹介 される収納 をどの く

らいの人が実践するのか、私 にはわから

ない。話題半分、アイディア半分 という

ところであろう。工夫を思いついた本 人

が、一番楽 しんでいることは間違いない。

それこそが重要なのだろう。番組の意図

も、実はそ こにあるのかもしれない。

■ヨーロッパで見た収納
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ま

　テレビ・番組 はともか く、収納 と問 との
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま

関係は、興味深い。間が重要であること

は、収納 と収蔵 を区別する分岐点である

ように思 われ る。私が収蔵 とい うのは、
てんぶくろ

天袋や物 置な ど、日常的 に開ける こと

が少ない場所 にモノをしまってお くこと

を意味する。それに対 して、収納は、日

常の用にあてるモノを納めることで、後

者ではモノが頻繁 に出 し入れされること

が前提である。そこには、アクティヴな

空間が現出する。

　そこで思い出すのが、ヨーロッパの家

庭の収納である。食器や タオル ・リネン

類の収納が好例で ある。 これ らの品は、

どの家庭で も一定以上の量をもっていて、

同 じように収納 している。単純な収納方

式であるが、その収納空間は、私たち日

本人に強い印象 を与える。

　 まず食器についてみると、たいていの

家庭 は、クリスタルのグラス類、磁器製

の食器一式 を、セ ットとして所有 し、客

の 目がふれる部屋の、ガラス戸棚 に納め

ている。同形のもの を重ねるという、 こ

れ以外 には考えられない単純なルールに

従って並べ られている食器類は、美 しい

と思われることを意識 していて、実際 に

美 しい。上等 な食器の美 しさもさること

ながら、整然 と並ぶ食器全体のボリュー

ムが、見る者 にある種の圧力 を与える。

　食器棚の食器 とは別に、システムキッ

チ ンの扉を開けると、日常用の食器が置

いてあるのがふつうである。ただし、そ

の場合で も、どの食器 をどこに収納する

かが明確 に定め られていることにかわ り

はない。 「日本で も同 じだ」 と思われる

か もしれないが、このきまりは、 日本の

家庭 にお けるよ りはるか に厳格で ある。

私たちの食器棚の中で小皿や小鉢の場所

が ときにずれている、ということはまれ

ではないだろう。だが、 ヨーロ ッパの家

庭では、そ うい うことはまずない。間違

ったところに食器 を入れると、すかさず

図1　 農家の地下室 内部、

　　 自作の木製棚に、リ

　　　ンゴの種類 を分けて

　　 収納。(オース トリア)

誤 りを正 され

る。このきま

りは、食器の

出 し入れに必
　 　 ま

要な間 と結び

つ い て い る。

人間の身体運

動を含めて構

成 される空間

カミ、　ここには

つ くられてい

る。

　この空間の

秩序か ら、た

とえば、次の

ような使用の
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きまりも派生する。 日常用の食器はセ ッ

トとしてそろっているわけではないか ら、

花柄 の皿 もあれば、幾何学模様 も、白無

地 もある。ただし、これ らは大 きさと形

によって、「パ ン用の皿」 というひ とつ

のカテゴリーの もとに くくられ、その1

枚1枚 は区別されない。使用す るときは、

積んであ る皿の上の ものか ら順 に使 う。

下にあるものを引 っ張 り出すことはない。

洗った食器をもとにもどす ときも同様で

ある。たとえば、皿の山の上に、マ グカ

ップをちょっと載せるとい うことはない

し、異なる大 きさの皿がまぎれこむこと

もない。形 と大 きさによって用途 は決め

られていて、それ を収納する場所 は一定

である。

　タオルやリネン類の収納にも同様のこ

とがいえる。 シーッや枕 カバー、布団カ

バーなどの寝室で使 うリネン類は、ひと

ま とめ に して、 「ベ ッ ド周辺 の洗い物

(Bettwasche)」 と呼 ばれる。その収納

は、衣装棚の中へ、用途 によって区別し

て積 まれる。収納に際 しては、アイロン

をかけながら、1枚 ずつ、一定の大 きさ

にたたんでい く。たたみ終わった完成品

は、みな同 じ大 きさ、同じ厚 さになって

いる。衣装棚に積まれたリネン類は、そ

れぞれが最後 の折 り線 を手前 に向 けて、

レンガ積みのようにまっす ぐに積み上げ

られている。ここでは、アイロンは、 し

わを伸ばすだけでなく、 リネン類の嵩 を

圧縮 して、同形 ・同サイズのものに仕上

げるために、重要な役割を果た している。

　 この収納が美 しいのは、積み上げられ
　 　 　 　 　 ま

た布と布の間が、緊張感のある空間をつ

くっているからだろう。そこには小道具

はない。空間の秩序 は、主婦の労力 と、

しっか りした繊維の布 によって維持 され

てい る。緊張感のあ る空間 とい うのは、

人に、それを乱 さないようにしようとい

う気持ちを起 こさせる。

　空間を細分化することは、実はけっこ

うやっかいである。別々のきま りをもつ

空間を、複数生むことになるか らである。

守るべ ききま りが多ければ、人は自分の

つ くったきま りに縛 られて、やがて疲れ

て しまう。そこで、緊張感 を維持 してい

くことは容易ではない。

図2 衣装 ダンス内部で、上部にリネンの山が

築かれている。私が感心して見ていると、

主婦は 「日本人は別の しまい方をするの

か」と、不思議そうに尋ねた。

　　　　　　　　　　　(オーストリア)
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■収納 と管理 、そ して美 しさ

　ヨーロッパの収納 について、 もう少 し

考えてみたい。食器や衣類、寝具 などの

収納 に、 ヨーロッパの人々が求めている

のは、モ ノをしまってお くことだけでは

ない。よ り重要なのは、収納 されたもの

が、必要に応 じて用 に供 されること、す

なわち管理 されていることである。

　その際、収納 されているものが、財 と

して位置づけられていることに注意 しよ



う。収納 されたモノは、財 として管理さ

れているのである。多数の同 じモノが規

則的に積 み上げられていることは、その

量 をひと目で把握す ることを助ける。こ

のことは、食器や リネン類が、本来、家

庭の財 として、位置づけられていること

を想起すれば、よく理解で きる。

　セ ットものの食器や リネン類は、嫁入

り道具 として、歴史的に重要 なものであ

った。かつて、固い麻の繊維 を多用 して

いたころは、 リネ ンは祖母から母、その

娘へ、 と世代 を超 えて相続された。嫁入

りの際に名前を刺繍 して持参 したシーツ

やテーブルクロスが、その孫娘の嫁入 り

の ときに与えられたという例 はめず らし

くない。必要と思われる以上の量の リネ

ンが、つねに家庭 にそろえてあることも、

このような背景 を考えれば理解できる。

　財の管理 として見るならば、このよう

な収納方法は、 さまざまな ところに見ら

れる。たとえば、米俵が整然 と積み上げ

られた風景を想起 してほしい。それはや

はり美 しい。見る者はギ大量の米俵から、

多 くの農家がそれにかけた多大な時間と

労力 を無意識の うちに思い浮かべ、米俵

が象徴す る富 に思いをいたらす。それは

一種の感銘 といって もよい強い印象であ

るのだが、この感銘を与えるのは、米俵

を整然 と積んで管理 している空間が、醸

し出す緊張感であると思 う。

　また、薪材の積 まれている風景 も好例

である。 ヨーロッパでも日本で も、薪材

は山か ら切 り出 した木を一定の長 さに切

りそろえて、整然 と積み上 げて置かれる。

そうした薪材の柵が数百メー トルもつづ

く道 を歩いたことがあるが、それは圧巻

図3　 農家の薪材。家畜小屋の周囲に、見事に

　　 積み上げられている。　　 (オーストリア)

で あった。本が育つのに要 した、 とてつ

もな く長い時間、森から伐 り出す ときの

人々の労力、さらに木の枝 をはらい、一

定の長 さに切 りそろえて積み上げる作業、

どれほどの自然 と人の力が、ここに凝集

していることか と思った。薪材 はしば ら

く置 くことによって、乾燥 を待つのであ

るが、ただ置いているわけではない。そ

の柵 を積むにあたって、薪の長 さ、積み

上げ る高 さは、一定 に定め られてい る。

柵の長 さは、財の量をはかる単位 として

読み取 られるのであ り、薪材はここで管

理されているのである。

　財の管理には、もともとこのような き

まりが、必要 に根 ざしてつ くられ、守 ら

れてきた。それはもともと経済的な目的

にそったものであるのだが、そのような

きま りが守 られている空間には、独 自の

美 しさが伴う。

　 ヨーロッパの家庭の収納 には、このよ

うな財の管理 という大切 な機能が貫かれ

ているように、私には思われるのである。
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